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表紙の写真　この淡く小さな花が、大きなみのりへとつながります

CON T E N T S

02　特集　明日を拓く農業

08　夜間・休日の救急医療はルールを守って受診を
　　国民年金の国庫負担の改正

09　高額医療・高額介護合算制度

10　おおさきインフォ＆ニュース
　　三本木スマート IC 開通　ほか 

14　興味津々　伊達武者変身体験

15　情熱大崎　野菜ソムリエ　大澤　英里子さん

16　今月のお知らせ 

※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

①

ササニシキを生んだ宮城県古川農業試験場

①試験場本館屋上から望む試

験ほ場。中央に見えるのは天
気予報でおなじみのアメダ
ス。②年 4 回の栽培が可能な
世代促進温室。③試験場と同
じ敷地内には、新しい農業を
目指す若い農業者を養成する
農業大学校があります。④深
層から冷たい地下水をくみ上
げて行う耐冷性検定。夏の寒
さに負けない品種を生み出す

ために、ここで開発された試
験方法です。

①

② ③

④

　米どころ大崎の名を

全国にとどろかせた「サ

サニシキ」や「ひとめぼれ」など宮城を代

表するブランド米は、宮城県古川農業試験

場で誕生しています。

　ここでは、土づくりや栽培技術の確立、

病害虫の被害から作物を守るための研究を

しています。さらに夏の寒さやいもち病に

強い品種、みやぎブランドにふさわしい品

種の改良に取り組んでいます。

　新しい品種が誕生するまでには約 10 年

の歳月を必要とする根気のいる仕事です。

　今、「ササニシキ」の食味を維持しながら、

「ひとめぼれ」のような育てやすさを実現

する「東北 194 号」をはじめとする開発

中の系統がデビューを待っています。

古川農業試験場参観デーのお知らせ

日時　10月 4日　10時～ 15時

場所　宮城県古川農業試験場

　　　（古川大崎字富国 88）

内容　試験研究内容の展示、体験コー

　　　ナー、農産物の販売など

 宮城県古川農業試験場  26-5100

広告


